
伊
方
地
区
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き

た
伝
統
行
事
、
赤
坂
神
社
と
白
髪

神
社
の
神
幸
祭
。
今
年
も
大
型
連
休
中
の

5
月
4
日
か
ら
2
日
間
に
渡
り
催
さ
れ
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基
の
山
笠
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

　
工
夫
を
凝
ら
し
た
個
性
際
立
つ
山
笠
が

五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
を
願
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
が
地
域
の
課
題
と
な
る
中
、

江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史
を
重
ん
じ
、
多
く

の
観
客
の
熱
視
線
を
浴
び
な
が
ら
神
事
を

遂
行
。
老
若
男
女
が
世
代
を
超
え
て
取
り

組
む
町
の
貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

祭
り
へ
の
思
い
は
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
へ
し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
し
た
。

　
陽
光
と
人
の
熱
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
地

域
は
活
気
に
満
ち
、
祭
り
の
鼓
動
が
人
々

の
胸
に
焼
き
付
い
た
伊
方
地
区
。
来
年
も

こ
の
熱
さ
が
福
智
の
初
夏
の
到
来
を
告
げ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

豪
華
絢
爛
７
基
集
合

❻五穀豊穣を祈る春祭りを象徴するような、田園風景に「オーラ―、ヤッサ―」
の掛け声が響き渡る。❼「泣かない強い子！」獅子舞保存會の獅子に頭を噛ま
れ無病息災を祈願。❽赤坂神社から力強く神輿を担ぎ、町を練り歩く氏子たち。

勇
壮
な
太
鼓
の
響
き
、

に
ぎ
や
か
な
祭
囃
子
の
音
色
、
担
ぎ
手
の
掛
け
声
―
。

活
気
に
満
ち
溢
れ
た
2
日
間
が
今
年
も
初
夏
の
到
来
を
告
げ
、

伊
方
地
区
を
祭
り
一
色
に
染
め
ま
し
た
。

赤
坂
神
社

白
髪
神
社

❶合戦を表現した武者飾りが彩る山
笠４基が集合。❷会場の熱気をかき
立てた笛の音色。❸歯を食いしばり、
全身で山を押し上げる。❹最後の力を
振りしぼり白髪神社 143 段の階段を
のぼる氏子たち。❺大人顔負けに指
揮で舁き手を鼓舞する未来の担ぎ手。

2

きらびやかな電飾をまとった山笠同士が勢いよく近づいては離れる「競り合い」。勇壮華麗な山笠競演が見物客を沸かせた。

西流會野添童心会 方城19区（中古門） 東和会 酒友會 新友會 後谷同好会
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